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市内民主団体 が教科書採択 制度改善の請願・陳 情提出

土 浦革新懇 が３日 に開 いた総 会 にお いて 、「新 し い歴史 教科 書をつく る会 」（西 尾幹二 会長 ）

が 編集し た 教科書 の採択 をめざ し て、右 翼的 団体が 全国 の教育委員 や地方 議員 に 働き かけ 、県 議

会、市 町村 議 会 に提 出し ている 「道 徳 教育 の強化 と 教科書 の採択 に関す る 請 願」の 危 険性 につ い

て話し 合い まし た。そ の結果 、革 新懇は 「制 度 改 善」の た め の請 願 をす る事 を決 め まし た。こ れ

に連帯し て土 浦平和 の会 、新 婦 人 の会土 浦支部 、ポ ッ ポ の会で も急 遽、陳 情・請 願等で 議会 に対

する働きかけをすることになりました。

平和 の会は 代表理事 名で、５日 議会 事務 局に陳 情書 を提 出し まし た。
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/’フぐ 羲 彖 /j愿 丿色政 弃 書 ７ＸＺ力 蓆 の 廖 jZFの うえ 合 慈 か ？

韓 国 国 会 が 「歴 史 の 歪 曲 を 是 正 す る こ と 」を 求 め る 決 議

新 聞 の報道 のとお り 、「新 し い歴史 教科 書をつく る 会 」の 「従 軍慰安 婦 」「南 京 大虐 殺 」を 抹

消し 、大 東 亜 共栄 圏を肯 定 する 歴史 の歪 曲 に対 して 、ア ジア の各国で危 惧 の声や 批判 の声が出さ

れて い ます。韓 国 では、国 会が ２月 ２８日 の本 会議 で 「過 去 の歴 史 の縮小、わ い 曲を 是正 する こ

と」を 求 める 決議 を採択 し まし た。し かし 、現 在検定 中 の 「つ く る会」の 中学 校歴史 教科 書が、

１３７ヵ 所 の修正 を受 け 入 れた う えで、合 格 になる か もし れな い ことがわ かり まし た。つ く る会

の西尾幹二 会長 は 「個 別 部分は 屈辱的 と もいえる 修正 を受 け 入れた。し かし 、我 々の 考 え方そ の

ものは残 つて いる 」と 語 つて い るとお り 、こ の教科 書 が合 格すれば 、こ れ を踏 み台 に着 々と 反 動

的企 て を顕 わ にし てく るでし ょ う。゛このような 教科 書 を採択 する ような 事態 がお こらな いよ う 、

注 視し て ゆき まし ょう。
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県 平 和 委 大 会 （４月 ）
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茨 城県 平 和 委員 会 は 、４月 ２８日 の大 会 に向

Ｑけ て 、１ １ ０ ０名 のな か まづ く り を めざ し て い

Ｏま す。土 浦 平 和 の会 も こ れと 連帯 し て 、あ と ２

名以 上 の仲 間 を 増や し た い と 話し 合 つて い ます。

嘉 レり 薊 冐を麗 罍＆て ぐだ さ い //也
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県 平 和 委 常 任 理 事 会 （水 戸 ）

新 婦 人 支 部 大 会 （１中 地 区 公 民 館 ）

土 浦 革 新 懇 総 会 （一 中 地 区 公 民 館 ）

平 和 の 会 理 事 会 （１中 地 区 公 民 館 ）
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２０　コ ープ 平 和 のっ どい

２４　県 平 和 委 理 事 会 （水 戸 ）

７　県 平 和 委 理 事 会 （予 定）

２８　県 平 和 委 大 会
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